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ỐủẝẟἧỹỴử᧏͵ẲộẲẺẇ
平成25年6月6日(木) 午後2時から当院待合室にて、50周年記念イベントの一環として“ふれあいフェア”を催しました。
(1)院長の健康教室：
「もし、あなたが緑内障と言われたら？－自分の目は自分で守る」というタイトルで、スライドをふんだんに使って
解りやすく説明させて頂きました(苦笑)。患者さんの前で講演なんて何年ぶり？ハラハラドキドキ。
(2)クイズで学ぶＱ＆Ａ：
患者さんから日頃よく受ける質問をクイズ形式にした患者さん参加型のコーナー。全問正解の方が大勢おられ、
賞品を巡って院長とのジャンケン大会は白熱致しました。
(3)かじかわ亭：
机にお雛さんの毛氈を巻き、急きょ高座をセッティング(笑)。
『月亭太遊』さんは、月亭一門の秘密兵器。笑いと歌を愛する
心優しき怪物(ディズニー映画のシュレック似？)。
会場が眼科医院ならではのオモシロ眼科落語でした。
『桂あおば』さんは、師匠・桂ざこばの末っ子弟子。
落語会きってのイケメン(小池徹平似？)。みんなが、人情落語にホロリとさせられました。

今回初めての患者さんとの交流会ですが、①患者さんに感謝の気持ちを伝える。②教育啓蒙を行う。③患者さんとの
コミュニケーションを密に図り、益々当院のファンになって頂く。④楽しい時間を一緒に過ごすということを意識して
企画をしました。院長も、スタッフも、患者さんもみんなの最幸の笑顔をいっぱい見られたことは、主催者としてこの上
ない喜びです。本イベントに関わって下さった皆さま、本当にありがとうございました。

《イベント担当者から一言》
　　　　　　　　　　　　●看護師・米田
　　　　　　　　　　　　今回のイベントに参加して下さったみなさま、本当にありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　当初は内容も日程も何もかもが決まらず困惑していたところ、○×クイズを提案してくれ
　　　　　　　　　　　　たり、会場の装飾や当日の手伝いを申し出てくれたりと、たくさんのスタッフに助けられて
　　　　　　　　　　　　の開催でした。至らない点もあったかと思いますが、みなさまの笑顔があふれる会となり
　　　　　　　　　　　　本当に良かったです。
●看護師・高谷
当院でのイベントは初めての試みで、私自身イベントなど全く企画した事もなく、参加してくださる方々が楽しんで頂け
るかとても不安でした。しかし、当日はとても盛り上がり、最後は落語家さんの楽しいお話でとても良いイベントになり、
皆さんの笑顔が見られてとても嬉しかったです。ふれあいフェアに来てくださった方々、応募してくださった方々本当に
ありがとうございました。



今年も平成25年3月に患者様の満足度向上を目的としたアンケート調査を行いました。多くの方
（無作為に抽出させて頂いた患者様300名のうち回答者142名）にご協力を頂きまして誠に有難うございます。
アンケート結果を集計しましたので、その主なものについてご報告を致します。

「必ず利用する」という回答は、昨年の61％から64％、「必ず利用する」「おそらく利用する」を併せた回答も
昨年の96％から98％とわずかに上回りました。

「とても満足」という回答が、昨年の39％から37％とわずかに下回り、「とても満足」「満足」を併せた回答も
昨年の86％から73％と下回りました。受付の課題を具体的な応対について訊ねたところ、笑顔・挨拶・言葉遣い
の項目は、9割以上もの方から満足を得ました。

「とても満足」という回答が、昨年の38％から42％と少し上回り、一方「とても満足」「満足」を併せた回答は
昨年の83％から80％と少し下回りました。看護師・診療助手の課題を具体的な応対について訊ねたところ、
笑顔・挨拶・言葉遣い及び安心感の項目は、8割以上の方から満足を得ました。

患者様からのコメント（一部抜粋）　　　　　　　　　　

❀ テキパキと優しく対応してくださるので

    安心感があります。

❀ 知識のない私たちの簡単な質問にも丁寧に

    答えて頂いて、感謝しております。

❀ 年配の患者さんへの心配りしている姿を

    拝見すると、見ていて気持ちいいです。

❀ 看護師さんたちの明るい声で医院の雰囲気が

    明るくなっているので、診察を受ける我々も

    助かっています。

❀ 丁寧に接して頂き、車椅子の私も安心しています。

    ありがとうございます。

診療助手の今年の目標
患者様に安心して通院して頂けるように、いつも笑顔で丁寧な応対を心掛けます。
看護師の今年の目標
＊患者様が安全で安心して医療を受けて頂けるよう努めます。
＊患者様の不安や疑問が解消出来るよう気持ちに寄り添った関わりを心掛けます。

「とても満足」という回答が、昨年の43％から45％、「とても満足」「満足」を併せた回答も昨年の84％から
86％とほんのわずか上回りました。院長の課題を具体的な応対について訊ねたところ、説明の解り易さ・
話を聴くこと・治療方針の項目は、8割以上の方から満足を得ました。

患者様からのコメント（一部抜粋）　

❀ にこやかに優しく接して頂けるお陰で、不安感も

    持たず病状も話しやすく質問にもお答え頂けるので、    

    助かっています。

❀ 笑顔で接して頂いて心強いです。安心感も持てます。

❀ 先生に診察して頂くと安心してホッとしています。

❀ 穏やかでわかりやすく丁寧な診察に満足しています。

❀ 「何か質問はありますか？」と訊いてくださるので、

    質問しやすい。

第４回患者アンケートのご報告

自由記入欄のコメントを拝見しても患者さんからのお褒め、感謝、喜びの言葉がいっぱい連なっていました。
本当にありがたいこと。こちらこそ患者さんからいっぱいの元気を頂き、モチベーションが上がりました。
一方、患者さんからのご要望や苦情は、各部署ともに少なからずあります。患者さんの生の声の中に“チーム
梶川”の成長課題やヒントが、隠されています。それをどう深読みするか？！ネガティブ・ポジティブの如何に
関わらずコメントをして下さった患者様の思いにきっちりと応えたいと考えています。

“チーム梶川”の今年の目標
「おそらく利用する」ではなく「必ず利用する」と患者様に思って頂けるよう親切・丁寧・笑顔をモットーに
新たな取り組みにも挑戦し、より良い医院作りを目指します。

最後に

受付の今年の目標
①私語・雑談・笑い声など「皆で注意し合える職場の環境を作る」
②常に「目配り・気配り・心配り」を念頭において患者様にお声掛けをする。

患者様からのコメント（一部抜粋）　　　　　　　

❀ 挨拶・言葉遣い・いつも変わらぬ笑顔で

    感心しております。

❀ 朝迷って来た気持ちが、受付で「どうですか」と

    明るい話に心が安らぎます。

❀ わかりやすく丁寧で、いつも気持ちが良いです。

❀ いつも、気持ちの良い挨拶ありがとうございます。

    入口から和やかな雰囲気で子どもも安心して

    通院できています。

❀ 優しい笑顔と口調で接して頂き、ありがとう

    ございます。お陰で穏やかな気持ちで

    待ち時間が過ぎていきます。
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～また何かありましたら私どもの医院に来て頂けますか？～

院長の今年の目標
傾聴する。患者さんが話したいこと、伝えたいことを受容的・共感的な態度で真摯に聴く。
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